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第36回 [ 3108 ]回目 例会報告  令和５年 (2023）１４月２７日（木） 
                    出席委員会報告 

 
◆開会点鐘  石川邦俊 会長                             
 
◆ロータリーソング 〔手に手つないで〕白岩裕和            
 
◆四つのテストの唱和 渡辺達也 職業奉仕委員長 

 
◆お客様紹介 ❁飯坂婦人会 会長 村島勤子 様 
 
【 ５月の奥様お誕生日 】 …♪♪♪ おめでとうございます ♪♪♪ 

５月 １７日 渡辺美紀様（賢司会員）     
 
∮ 誕生日を迎える会員     
♬♬ ♬ ♬ ♬  4月 29日 渡辺達也 会員  5月 13日 渡辺賢司 会員   

5月 10日 服部裕一 会員   5月 11日 鈴木義明 会員  
5月 12日 大内勝行 会員                      ♫♫♫♫♫ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥lunch time‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
◆会長の時間 

今日は飯坂婦人会会長村島勤子様には、大変お忙しいところ、ゲストとしておいでい

ただき有難う御座いました。後ほど、スピーチをお願いいたします。先ずは、二泊三日

の京都家族同伴親睦旅行に参加されましたみなさま、有難う御座いました。奥様６名の

方々にも参加いただき、総勢二十名で、一人もケガなく楽しく思い出に残る旅行になり、

これも皆さんの協力のおかげだと思います。親睦委員長の油井さん、ご苦労様でした。

そして、４月２３日は県北第二分区親善ゴルフ大会があり、分区参加者５５名で、飯坂

ロータリークラブから９名が参加、残念ながら優勝者はおらず、飛び賞で数名の方が商

品をいただきました。天気も良く、気持ちよくプレイ出来たと思 

います。次回頑張ってください。４月３０日は、梁川ロータリー 

クラブの山菜例会がありますが、会長、幹事出席できませんが宜しくお願いいたします。 
 
◆幹事報告 紺野容樹 幹事 
Ａ．月 信 「ロータリーの友」４月号 

 Ｂ．来 信  
  ❶県北第二分区ガバナー補佐より 

「県北第二分区 新旧合同会長・幹事会開催の案内」 
と き ６月１０日（土）１８：００～ 

 ところ クーラクーリアンテサンパレス 
Ｃ．メーキャップ報告 

４／２３    県北第二分区合同親善ゴルフ大会  石川邦俊、紺野容樹、千葉政行、服部裕一、菅野浩司、 
西條博之、鈴木義明、高田 薫、渡辺達也 各会員 

 
◆スマイリングＢＯＸ 渡辺賢司 委員 【合計４４ｓ】 

斎藤 孝裕 会員 ５ｓ ・村島様をお迎えして… ・旅行、お疲れ様でした。 
佐藤 真也 会員 ５ｓ 飯坂婦人会 会長 村島勤子様をゲストにお迎えして 親睦旅行お疲れ様でした。 

お世話になりありがとうございました。 
油井 明則 会員 ５ｓ 妻から「初めての親睦旅行緊張しましたがみなさまにやさしくしていただき楽しかったです。」 

 私からもありがとうございました。 
石川 邦俊 会員 ３ｓ 飯坂婦人会 会長 村島様をお迎えして 
紺野 容樹 会員 ３ｓ ゲストスピーチに村島様をおむかえして 
安斎 忠作 会員 ３ｓ 村島さんスピーチよろしくお願いします。 早退おわび 
千葉 政行 会員 ３ｓ ・飯坂婦人会 会長をおむかえして 宜しくお願いします。 ・分区コンペ楽しくできました。 
畠  隆章 会員 ３ｓ ゲストに飯坂町婦人会の村島会長をお迎えして 
村上 裕司 会員 ３ｓ 村島さんのスピーチ楽しみにしております。 
佐藤喜市郎 会員 ３ｓ ゲストスピーチに村島様をお迎えして 楽しみにしています。 
鈴木 重忠 会員 ３ｓ ゲストに飯坂婦人会村島様をお迎えして 

あ 菅野 浩司 会員 ２ｓ ゲストに飯坂婦人会 会長 村島様をお迎えして！ 

会員総数 38 名  

出席会員 27 名  

欠席会員 11 名 

出席率  71.05% 

  飯坂ロータリークラブ 創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー   佐 藤 正 道 

ガバナー補佐  網 代 智 明 

会   長     石 川 邦 俊 

幹   事     紺 野 容 樹 

       

 

 

週  報  
報 

言行はこれに照らしてから 
「四つのテスト」 

1. 真実かどうか 

2. みんなに公平か 

3. 好意と友情を深めるか 

4.みんなのためになるかどうか 

 

地区スローガン 

情熱 行動 

感動 共有 
地区重点目標 
１．DEI を取り入れ
た会員増強拡大 
２．よりインパクト
のある奉仕 
事業の実践 

３．活動の情報 
発信 

４．ネットワークの
構築 

5.ポリオ撲滅 

４月は環境月間 

ロータリーソング    四つのテスト 

渡辺 賢司 会員 ２ｓ 村島さんのスピーチよろしくお願いします。 
丹野純子事務局  １ｓ 飯坂婦人会 会長 村島勤子様をお迎えして 

 

親睦旅行の報告をする油井委員長 



◆ゲストスピーチ  飯坂婦人会 会長 村島勤子 様 

 皆様、こんにちは。私は飯坂婦人会会長をさせていただいております村島勤子で

す。飯坂ロータリークラブの皆様には、いつもおせわになりありがとうございます。

みなさまの前でお話しをするのは、大変緊張いたしますし、皆様のお役に立てるよ

うなことはお話できませんので、あらかじめよろしくお願いいたします。 

 さて、私は先ほどご紹介のあったとおりでございまして、平成２７年４月に会長

という大役を仰せつかって丸８年たちました。婦人会会長をお願いされた時には、

目が点というか、頭が真っ白になってしまいました。その後ゆっくり考えますと、

PTA 活動をする中で、飯坂の方々には、本当にお世話になっており、恩返しをしな

ければならないと思っていたことなどがあり、婦人会長を受ける事で、恩返しにな

ればとおもい、お引き受けいたしました。それでも今８年間を振り返ってみますと、

恩返しどころか、またまたお世話になりっぱなしだと、いつになったら恩返しができるのか見通しがたって

おりません。今日、皆様の前でお話をさせていただくのは、飯坂婦人会の活動を理解していただき、皆様の

奥様など、一人でも多くの方が入ってくださればとの思いからです。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、飯坂婦人会の活動をご紹介させていただきますと、大きく「ボランティア活動」「教養講座」「つる

し雛」といったところです。はじめにボランティア活動ですが、飯坂ホームに月一回訪問しまして、内容は

繕い物などです。また、年に二回の一人暮らしの高齢者訪問では、２月の半ば過ぎに雛菓子を持ってお伺い

します。とくに、昨年からは飯坂消防署のご協力を得て、署長さん方とご一緒に訪問しております。消防署

のご協力をお願いするには訳がありまして、実体験から消防署で発行している「救急お守りカード」を普及

しなければと考えました。「救急お守りカード」自体あまり普及していないのですが、いざといった時に、連

絡先やどういう疾患をもっていて、主治医はだれなのかを記入するカードです。一人暮らしの高齢の方です

と、地域包括支援センターや民生委員の方などが情報をもっているので、急に体調不良になり、救急搬送に

なった場合、連絡先はわかりやすいと思います。ここで問題になるのは、息子さんや娘さんなどと同居され

ている高齢の方です。急に倒れてしまった場合、連絡先を探すのは容易でない場合があるのです。そのよう

な時に、この「救急お守りカード」を持っていれば、容易に連絡先がわかります。皆様もどうぞお持ちにな

ってください。昨年の夏には、今度は暑中お伺い訪問の際に、福島北警察署の方から、ぜひ一緒に訪問させ

てくださいとのお話があり、飯坂交番の方々からもご協力をいただき、一緒に訪問していただきました。婦

人会だけではなく、行政と協力することは、これからとても大事になってくると思います。その後、福島北

署からは反射材モデル団体との指定をいただき、年末には署長感謝状もいただきました。しかしここで、一

人暮らしの高齢者の方を訪問するのにあたり、個人情報保護という大きな壁があります。雛菓子配りで訪問

をする際に、支所に所在を確認したいので名簿を見せて欲しいとお願いしたところ断られました。その時は

婦人会で地道な活動をしていても、いざとなったら信用がないのかとがっかりしましたが、個人情報の保護

は厳しいということです。今、想像できないような災害が起こる時代に、個人情報とか言っている場合では

ない災害が起こったらどうするのでしょうか？それぞれの行政や団体で、他に見せられない名簿になんの意

味があるのでしょうか？今後、国レベルで検討していただきたいと思います。 

そして、今や飯坂の初春の風物詩となったつるし雛かざりですが、今年、第１３回を数えました。途中、

コロナ禍になり、開催が危ぶまれる年もありました。第１１回の時はコロナがまん延し、いろいろな行事が

中止になり、つるし雛かざりも無理なのではと、あきらめておりましたが、もしかしたらとの思いで、案は

練って試作品は作っておりました。丁度良いタイミングで、木幡市長とお会いする機会があり『やらない選

択肢はないよ！』と力強く、大きなエールをいただきました。そこから準備をすすめ、開催にこぎつけまし

た。おかげ様で、今まで途切れることなく開催しております。今年は“ポストコロナ”を見据えて、主屋で

「飯坂だ♨べした～ず」の飯坂小唄と、飯坂小学校三年生からは校歌も演奏していただき、大いに盛り上が

りました。今後も時代の変化を敏感に感じ取り、社会情勢にあったやり方で続けていきたいと思います。 

私に課せられた使命は、やめないで続ける事だと思っております。そこで学んだことは、会長はぶれては

いけない、やると決めた以上は、自分の熱い思いをきちんと周りの方に

説明して、わかっていただくと皆さんがついてきてくれることです。し

っかりとした考えを述べると、それに対して、周りもいろいろな意見が

出るのだと思いました。 

私は動物が好きで愛犬家です。犬や猫にも話せばわかると思い、一生

懸命話しかけています。数年前、家の近所に熊が出て、捕獲された時に

は、見に行って『もう里に下りてきてダメだよ』と話しかけてきました。

今日はこのような機会を作っていただきありがとうございました。 

今後ともどうぞよろしくお願いします。   ◆閉会点鐘  会長 

記念品を受けとるゲストスピーカーの村島様 


